
新しい環境総合計画策定にあたっての基本的考え方について(素案) 

 

【 構 成 案 】 

Ⅰ 計 画 の 基 本 理 念 

・「負の遺産」の解決努力   ・循環型社会の構築 

・価値観の変革とパートナーシップ 

 

Ⅱ 計 画 の 枠 組 み 

○環境基本条例との関係 ○計画期間 ○計画の対象(対象地域、環境の範囲) 

 

Ⅲ 長期的な目標と実現の方途 

○ 基本となる視点 

○ 長期的な目標 

【将来像】              「豊かな環境都市・大阪」の構築 

              ・環境への負荷が少なく良好な環境が享受できる大阪 

              ・ゆとりと潤いがあり、四季が感じられる大阪 

              ・環境を大切にする文化が誇れる大阪 

 

 

○ 実現の方途 

【基本方向】 

 

 

 

Ⅳ 施 策 の 展 開 

○ 基本となる視点 

○ 目標設定のあり方 

○ 施策展開の方向 

(実現の方途ごとに方向具体的に示す。) 

 

Ⅴ 計 画 の 効 果 的 な 推 進 

○ 基本となる視点 

○ 計画推進の方策(計画の進行管理・点検システム、各種施策の連携等) 

 

【 循 環 】○持続的発展が可能な循環を基調とする元気な社会の実現 

【 健 康 】○環境への負荷が少ない健康的で安心なくらしの確保 

【共生・魅力】○豊かな自然との共生や文化が実感できる魅力ある地域の実現 

【 参 加 】○全ての主体が積極的に参加し行動する社会の実現 


